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  教 委 総 務 課 長  西 川   肇   生 涯 学 習 課 長  佃 田 眞 規 

  上 下 水 道 部 長  谷 口 裕 司   上 下 水 道 課 長  清 水 孝 悦 

  上 下 水 道 課 長  上 田 俊 雄 

 

 
１，議事日程 

   日 程 １．建設水道常任委員長報告について 

   日 程 ２．厚生常任委員長報告について 

   日 程 ３．総務常任委員長報告について 

   日 程 ４．予算決算常任委員長報告について 

   日 程 ５．各常任委員会の先進地視察について 

   日 程 ６．各常任委員会の閉会中の継続審査について 

   日 程 ７．議会運営委員会の閉会中の継続審査について 

    追加日程１．発議第 ５号 拡大生産者責任（ＥＰＲ）及びデポジット制度の法

制化を求める意見書について 

    追加日程２．発議第 ６号 議会の議決すべき事件に関する条例の一部を改正す 

 る条例について 

追加日程３．発議第 ７号 原発から撤退し、自然エネルギーの本格的導入を求 

める意見書について 

追加日程４．発議第 ８号 原子力行政の見直しと持続可能な電力需給政策を求

める意見書について 

追加日程５．議会運営委員会の先進地視察について 

 

１、本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 
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           （午前９時５５分 開会） 

○議長（嶋田善行君） おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１３名で定足数に達しております。 

  なお、吉野議員、紀議員から欠席の通告を受けております。 

  よってこれより、本会議を再開し、直ちに本日の会議を開きます。本日の議事日程は、

開会初日に決定したとおりであります。これに従い議事を進めてまいります。 

  まず、日程１、建設水道常任委員長報告について、木田議員からの審査結果報告を求

めます。１５番、木田議員。 

○建設水道常任委員会委員（木田守彦君） 委員長、副委員長が欠席ということで、私が

代わりに、建設水道常任委員会の委員長報告をさせていただきます。 

開会中の建設水道常任委員会は、去る９月１４日出席委員５名のもと開催されました。

その概要について報告いたします。 

はじめに、継続審査案件であります都市基盤整備事業に関することについて、①公共

下水道事業についてを議題とし、理事者より平成２３年度の下水道工事進捗状況と公共

下水道接続申請状況について説明がありました。その内容は、稲葉汚水幹線工事、稲葉

車瀬１・２丁目地内、龍田３丁目地内では、工事は順調に進んでいる。また、龍田西６

丁目地内では、ガス管の移設工事が完了し、現在、町上水道管の移設工事を進めている。

また、神南４丁目地内では、地下埋設物の調査及び事前の家屋調査を進めている。次に、

神南３丁目地内、稲葉車瀬１丁目地内、法隆寺西３丁目から法隆寺１丁目地内の４路線

を９月１５日に入札を予定しており、平成２４年３月１５日の完了に向けて進めておる

との説明があり、次に、接続申請状況では、平成２３年度８月末現在の申請受付総数は

２，３９１件、利用世帯数は２，６３１世帯で、接続率は６１．９％。融資あっせん利

用数は３４件、浄化槽雨水貯留施設転用申請数３２件との説明がありました。これに対

して、委員より特段の質疑はありませんでした。 

  次に、②都市計画道路の整備促進に関することについて、理事者より、いかるがパー

クウェイの進捗状況では、稲葉車瀬区簡において、地元水利組合との最終確認等を今後

行い、いかるがパークウェイ推進協議会及び地元自治会への工事説明会を経て現地での

工事着手をされていくこと、予算確保についていかるがパークウェイの予算確保の財務

省政務三役に対する要望書を町長が財務省へ要望書を提出していただいたこと。 
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  次に、三室交差点までの間の道路計画の検討状況では、紅葉ヶ丘自治会の代表者数名

の方々に修正案について意見を賜ったこと。 

次に、法隆寺線整備事業では引き続き、協力をいただけるよう用地交渉を進めている

と説明がありました。これに対して委員より要望書の回答について、都市計画道路・法

隆寺線の公民館付近についての質疑があり、一定の答弁がされております。本件につい

ては報告を受け、一定の審査を行ったということで終わりました。 

  次に、③ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業に関することについて、理事者より、駅北口の南

北の町道３１２号線（５号線）では、今後も用地交渉ができる状況づくりに努力してい

くとの報告がありました。これに対して委員より駅南側について質疑があり、一定の答

弁がなされました。本件については報告を受け、一定の審査を行ったということで終わ

りました。 

  次に、２．各課報告事項についてを議題とし（１）コンビニ収納及びペイジー収納の

導入について、理事者より、必要な審査を行った結果、委託事業者について、コンビニ

収納にあっては、地銀ネットワークサービス株式会社、ペイジー収納にあたっては、南

都コンピュータサービス株式会社で決定し、予定通り平成２４年４月からコンビニ収

納・ペイジー収納の取り扱いを行っていくと報告があり、これに対して委員より入札方

法について、コンビニ収納とペイジー収納の導入と实施にかかる費用について質疑があ

り、一定の答弁がなされました。本件については報告を受け、一定の審査を行ったとい

うことで終わりました。 

  次に、その他について、各委員から質疑意見等を求めたところ、委員より予算につい

て、町営住宅への入居について質疑があり、一定の答弁がなされました。 

次に、先進地視察については、１０月２５日（火）から１０月２６日（水）まで、香

川県多度津町と高松市を視察する行程で、先進地視察を实施することといたしました。 

  以上が開会中の建設水道常任委員会の審議の内容であります。詳細については、会議

録をご覧いただければ幸いです。以上をもちまして委員長報告を終わります。 

清聴ありがとうございました 

○議長（嶋田善行君） 次に、日程２、厚生常任委員長報告について、厚生常任委員長の

審査結果報告を求めます。１番、宮﨑委員長。 
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○厚生常任委員長（宮﨑和彦君） それでは、平成２３年９月１５日、全委員出席のもと、

厚生常任委員会を開会いたしました。開会中における審査の概要について報告いたしま

す。 

初めに、１、付議議案について、（１）議案第２３号、斑鳩町予防接種審査委員会条

例を議題として理事者より説明を受けました。王寺周辺広域圏７町において、共同で予

防接種事故調査会が設置されていましたが、より合理的に調査を行うため、各町で調査

会を設置することになり、同調査会は平成２３年３月３１日をもって廃止されたため、

本町において斑鳩町予防接種健康被害調査委員会を設置する条例を制定するものである

と説明されました。委員より、万が一、事故があったとき補償に対して県との連携につ

いての質疑があり、理事者より一定の答弁がされました。議案第２３号については、当

委員会として満場一致で可決しました。 

  次に、（２）議案第２７号、斑鳩町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正す

る条例についてを議題とし、理事者の説明を受けました。災害弔慰金の支給等に関する

法律の一部が改正されたことに伴い、この法に準拠している本条例を改正するものであ

ります。その内容については、災害弔慰金の支給対象となる遺族の範囲に、死亡者に係

る配偶者、子、父母、孫または祖父母のいずれもが存在しない場合において、兄弟姉妹

を加えること。ただし、この兄弟姉妹については、死亡した者の死亡当時その者と同居

し、または生計を同じくしていた者とする説明をうけました。質疑もなく、よって議案

第２７号については、当委員会として満場一致で可決しました。 

  次に、（３）第２８号、斑鳩町保育の实施に関する条例の一部を改正する条例を議題

とし、理事者の説明を受けました。 

  保育所運営費国庫負担金の規定が改定されたことから、本条例を改正するものであり、

その内容については、４月２日生まれの児童に対する保育所保育料の年齢区分の取り扱

いについて、学校教育法に基づく年齢区分と同様とすることである。例えば転入によっ

て保育所に入所した４月２日生まれの児童がいた場合、保育料区分が２年連続で同額と

なることによって实質負担が多くなる場合について、現在このような影響を受ける児童

はいませんが、このようなケースがあった場合は、これに係ります負担増加を招くこと

がないよう、配慮した方法を取っていくと説明を受けました。質疑はなく、よって議案

第２８号については、当委員会として満場一致で可決しました。 
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  次に、（４）陳情第５号 拡大生産者責任（ＥＰＲ）及びデポジット制度法制化を求

める意見書の採択を議題として、事務局より説明を受けました。 

  一般廃棄物の処理やリサイクルが自治体の財政を圧迫するとともに、処分場の確保や

ポイ捨て・不法投棄の増加が深刻な問題となっている中、大量リサイクルによる出口対

策だけではごみ問題が解決できなくなっており、ごみ問題の解決のため、入り口対策と

して、拡大生産者責任及びデポジット制度の法制化が不可欠となっている。 

  このことから、拡大生産者責任及びデポジット制度の法制化について、意見書の採択

を要望されていると説明を受けました。委員の意見を聞き、陳情第５号に関しては、満

場一致で採択しました。陳情の採択により、当委員会の発議をもって意見書を提出する

ことに決まりました。 

  次に、２．継続審査について、環境保全及びごみ減量化・資源化の推進に関すること

を議題としました。１１月に開催を予定しているゼロ・ウェイストフェスティバルにつ

いて、实施内容について説明されました。委員より「繰り返し使ってくれてありがとう

き市」・生ごみ分別収集に関する質疑があり、理事者より一定の答弁がされました。 

  最後に１１月の委員会に、最終処分場の現地調査を行い、また、委託先の廃棄物処分

業者も、担当課と相談をしながら、適切な時期に処分業者の処理施設の現地調査を行っ

てまいりたいと思っております。 

  次に、３．各課報告事項について。（１）平成２３年度１０月以降の新たな子ども手

当の概要について、理事者の報告を受けました。新制度の事務費、職員、臨時職員の体

制について質疑がありましたが、理事者より一定の答弁がされました。 

  次に、（２）コンビニ収納及びペイジー収納の導入について、理事者より報告を受け

ました。委員より納付書等の改善の質疑があり、一定の答弁がされました。 

次に、（３）衛生処理場でのごみ積み込み中の物損事故について、理事者の報告を受

けました。委員より、人員の配置について質疑があり理事者より一定の答弁がされまし

た。 

続いて、４、その他について、各委員より収集車の運転手の安全の意識、幸前の公民

館の建設、生き生きプラザの高齢者の対応、ポリオワクチン、保育所の一時預かりと入

所のあり方・焼却場の地下重油タンクの耐震について質疑がありましたが、理事者より

一定の答弁がされました。 

以上、厚生常任委員会の審査内容についての概要報告であります。 
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詳細につきましては、会議録をご一読いただきますようお願いします。ご清聴ありが

とうございました。 

○議長（嶋田善行君） 次に、日程３、総務常任委員長報告について、総務常任委員長の

審査結果報告を求めます。５番、伴委員長。 

○総務常任委員長（伴 吉晴君） それでは、総務常任委員会の審査結果についてをご報

告をいたします。本定例会初日に、本会議から付託を受けました議案等の審査を行うた

め、９月１６日、全委員出席のもと委員会を開催いたしました。その審査の概要と結果

についてご報告いたします。 

  まずはじめに、本会議からの付託議案であります、議案第２４号、特別職の職員で非

常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例についてを議題とし、

理事者より今回の斑鳩町予防接種健康被害調査委員会の委員については、斑鳩町が实施

した予防接種による健康被害発生に際し、医学的な見地から調査を行うという専門知識

を有することが必要であることから、報酬額を８千円にしたいと議案書末尾の条例改正

の要旨をもって説明がありました。委員から特別質疑はなく、本件についてお諮りした

ところ、当委員会としては、満場一致で原案どおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案２５号、斑鳩町町税条例の一部を改正する条例についてを議題とし、理事

者より、現下の厳しい経済状況及び雇用情勢に対応して税制の整備を図るための地方税

法等の一部を改正する法律が、本年６月３０日に施行されたことから、本条例において

所要の改正を行うもので、その改正内容については大きく３点あり、１点目として寄付

金税額控除の適用下限額の引き下げであり、個人住民税において、所得割の納税義務者

が平成２３年１月１日以後に支出する寄付金について、寄付金税額控除の適用下限額を

現行の５千円から２千円に引き下げるもので、本改正における町税への影響は、本年度

の課税データからみると対象者は２２人、影響額については約２万２千円の減収となる

説明があり、２点目として軽減税率の特例の適用期限の延長等であり、本年１２月末を

もって廃止予定であった上場株式等の配当所得及び譲渡所得等に対する軽減税率の適用

期限を平成２５年１２月３１日まで延長するものであり、３点目として、不申告に関す

る過料の引き上げ等とともに、本条例に引用している条番号、項番号等の改正が行われ

たことに伴い、本条例の条文の整理を行うものとの説明がなされました。 
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  委員より不申告に関する過料の引き上げについて詳細な説明を求める質疑があり、理

事者から一定の答弁がなされた後、本件についてお諮りしたところ賛成多数で原案どお

り可決するものと決しました。 

  次に、議案２６号、斑鳩町都市計画税条例の一部を改正する条例についてを議題とし、

理事者より議案書末尾の条例改正の要旨をもって説明がなされました。本件についてお

諮りしたところ、当委員会としては、満場一致で原案どおり可決すべきものと決しまし

た。 

  次に、議案２９号、消防ポンプ自動車購入についてを議題とし、理事者より消防車両

整備計画に基づき、ポンプ車は１５年で更新することとしており、第３分団の消防ポン

プ車が、本年で１７年が経過することから、本年１２月初旪ごろまでに買い替えを行い

たいと考えているとの説明がなされました。本件についてお諮りしたところ、当委員会

としては、満場一致で原案どおり可決すべきものと決しました。 

  次に、斑鳩町における歴史的史跡等の発掘調査、整備保存に関することについてを議

題とし、理事者より斑鳩町文化財センターの運営については、８月４日から９月６日に

開催された夏季企画展として、入場者について報告があり、続いて斑鳩町文化財活用セ

ンター運営委員会を８月２５日に開催し、今後の展示会のテーマについて意見交換し、

次回の委員会で各委員の意見を取りまとめる予定をしているとのことでありました。 

史跡中宮寺跡の整備につきましては、史跡中宮寺跡整備委員会を８月３０日に開催し、

平成２２年度を含む３年間の発掘調査成果を報告した。今後の事業計画は１１月３日に

開催される史跡中宮寺跡シンポジウムの内容を参考にして、もう尐し時間をかけて協議

を行うとの説明報告がなされました。また、第２回目の国宝藤ノ木古墳出土品里帰り展

を１１月３日から１１月２９日に開催する予定をし、この展示会に合わせる形で史跡藤

ノ木古墳の秋季の石室特別公開を１１月５日と６日に開催する予定であるとの報告を受

けました。委員から今回の国宝里帰り展の改善点について質疑があり、理事者より一定

の答弁がなされました。 

  次に、各課報告事項としてコンビニ収納及びペイジー収納について、今後においては

関係機関と協議し、システムのテストを行い、住民周知等を行った上で、予定どおり平

成２４年４月から取り扱いをスタートする予定との報告があり、委員より公募型プロポ

ーザル方式についての質疑があり、理事者より一定の答弁がなされております。 
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  次に、職員採用試験の申し込み状況について理事者より、８月８日から８月２６日ま

で１９日間、申し込み受付を行い、一般事務職で１５４名、土木事務職で７名、保健師

で８名、保育士で１４名、司書で１４７名、合計で３３０名の申し込みがあり、第１次

試験は９月１８日に实施する予定であるとの報告がありました。委員から、職員適正化

計画の職員数についての質疑があり、理事者より一定の答弁がなされました。 

  次に、町民プールの利用状況について、一定の報告があり、委員より子どもの利用数

が４，４３９人となっているが、幼児のみについての利用数は分かるのかとの質疑があ

り、理事者より一定の答弁がなされております。 

  また、その他の質疑にて委員より、被災者支援も含めた災害用のＧＩＳ、地図情報管

理システムについて、運動会の練習時の熱中症対策についての町の対応について、質疑

があり、理事者から一定の答弁がなされました。 

 以上が、開会中におけます当委員会にかかわります審査の概要と結果であります。 

  詳細につきましては、会議録に整理いたしますので、ご覧いただきますようお願いい

たします。以上で、総務常任委員会委員長報告を終わらせていただきます。 

 ご静聴ありがとうございました。 

○議長（嶋田善行君） 次に、日程４、予算決算常任委員長報告について、予算決算常任

委員長の審査結果報告を求めます。１３番、里川委員長。 

○予算決算常任委員長（里川宜志子君） それでは、予算決算常任委員会の報告をさせて

いただきます。開会中の９月９日、１２日、１３日及び２０日の４日間にわたり、委員

会を開催いたしましたので、ご報告をさせていただきます。 

  まず、本会議から付託を受けました、認定第３号から認定第９号までの平成２２年度

の一般会計並びに各特別会計の決算の認定について３日間、５名の委員の出席のもとに

審査を行いました。その概要についてご報告をさせていただきますが、理事者の説明等

につきましては報告が長くなりますので省略をさせていただきたいと思います。どうか

皆さん、ご了承ください。 

  まず最初に、代表監査委員から、決算審査結果の意見書に基づきまして説明を受けま

した。その説明に対しましては質疑はありませんでした。 

  次に、一般会計及び各特別会計の決算概要について会計管理者から説明を受けました。

これにつきましては、①財産管理の点で平成１９年度に土地開発公社から買い上げたも

のが、この間に抜け落ちでいたものが、平成２２年度に書き入れられていることについ
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て、反省を伴う説明がされていない点について、②繰越金の取り扱いについてなどの質

疑があり、一定の答弁がされました。 

  次に、健全化判断比率報告について、総務部長から説明を受けました。これについて

は、特段の疑はありませんでした。 

  次に、認定第３号、平成２２年度斑鳩町一般会計歳入歳出決算の認定について、一般

会計歳入全般の審査を行いました。まず、歳入全般の説明を総務部長から受けました。  

これについては、①都市計画税の使途状況について質疑があり、答弁がされました。 

続いて、総務部・会計室・議会事務局所管に係る決算審査を行いました。 

  まず、第１款 議会費決算概要の説明を受けましたが、これについては質疑はありま

せんでした。 

  次に、第２款 総務費の歳出決算の状況の概要説明を受けました。これにつきまして

は、委員より、①コミュニティバスの運行について、丘陵地の団地等での高齢化などの

買い物などの外出支援の必要性について、②防犯灯の自治会管理について、③集会所の

備品に対する補助金制度について、④郵便入札の事業価格の設定や電子入札の検討につ

いて、⑤自治会集会所の公共下水道への接続状況と対策について、⑥コミュニティバス

の契約内容と減価償却と更新の仕方について、⑦今後の財政見通しとしての基金残高の

推移について、⑧出前講座の周知について、⑨入札の工事費の積算について、⑩国勢調

査費が半減したことについて、⑪声の広報にかかった金額の内訳について、⑫土地開発

公社から取得した土地の有効活用について、⑬人事考課制度の今後のあり方について、

⑭衛生委員会の組織についてなど、多数の質疑、意見があり、理事者から一定の答弁が

されました。 

  次に、第８款 消防費の歳出決算の状況の説明を受けました。それに対しまして、①

防火水槽の維持管理について、②消火栓の点検について、③浸水対策の水中ポンプの購

入数と効果について、④消防施設整備の補助率について、⑤地震など自然災害によるた

め池などの決壊の心配について、⑥防災情報メールの登録加入状況や運用状況について

などの質疑がなされ、一定の答弁がされております。 

  続きまして、第１０款 災害復旧費、第１１款 公債費、第１２款 予備費について、

歳出決算の状況の説明を受けました。これにつきましては、特に質疑はございませんで

した。 
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  次に、認定第６号、平成２２年度斑鳩町大字龍田財産区特別会計歳入歳出決算の認定

についての審査を行うため、資料に基づき説明を受けました。①水中ばっ気ポンプの経

費の内訳についての質疑があり、内容について答弁がされました。 

以上で理事者の入れ替えを行いまして、次に、都市建設部、上下水道部所管に係る決

算審査を行いました。 

まず、第２款 総務費のうち、都市建設部が所管するものの説明を受けました。これ

については、①カーブミラーの効果的な設置基準について、②高齢者の自転車事故の対

策についてなどの質疑があり、一定の答弁がされております。 

  次に、第５款 農林水産業費の決算の概要について説明を受けました。これについて

は、①有害鳥獣駆除対策のうち、いのしし、アライグマ等の対策について、②遊休農地

の管理について、③いきいきファーム利用希望者の状況について、④ジャンボたにしの

駆除について、⑤土地改良事業のうち、補償工事がどれだけあるのかについて、⑥農業

の新規参入に対する町の姿勢・対応についてなどがあり、一定の答弁がされております。 

  次に、第６款 商工費の決算の概要について説明を受けました。これについては、①

斑鳩市への大槌町からの参加を誘致することについて、②松並木にあるバス停をｉセン

ターの近くに移転することについて、③起業者の育成・誘致について、④県設置の公園

の管理について、⑤観光会館の耐震化について、⑥ｉセンターの活用方法について、⑦

観光用パンフレットの企画制作について、⑧パゴちゃんなどの斑鳩町のグッズの製作販

売について、⑨観光ルートサインの整備状況について、⑩指定管理者への委託と支援の

考え方について、⑪観光ボランティアガイドの補助金のあり方について、⑫商工会の広

域化とそれに伴う職員の配置と補助金の関係について、などの質疑があり、一定の答弁

がなされております。 

  次に、第７款 土木費の決算の概要について説明を受けました。これにつきましては、

①橋梁長寿命化計画策定において調査の結果はどうなっているのか。②三代川愛護会か

らの要望について、③町が配布した記念樹のその後の効果について、④農業用水路のあ

る道路での安全確保の対策について、⑤県河川の堆積物の除去について、⑥河川改良で

浸水対策の工事が未着工となっている理由について、⑦景観形成作物の委託料について、

⑧大和川の岸についた流木が根をつけて大きくなっていることについて、⑨いかるがパ

ークウｪイのモデル区間からの東側の取り組み状況について、⑩法隆寺駅北口の道路拡
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幅が進んでいないことについて、⑪三代川の改修の進捗状況について、などの質疑・意

見があり一定の答弁がされています。 

  次に、認定第７号、平成２２年度斑鳩町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

についての審査を行いました。概要説明を受けたのち、質疑をお受けしたところ。①集

中浄化槽の接続状況について、②接続率がまだまだ低い状況について、などの質疑があ

り、一定の答弁がされています。 

ここで理事者の入れ替えを行いまして、続いて、住民生活部所管に係る決算審査を行

いました。 

まず、第２款 総務費のうち、住民生活部が所管するものについて、説明を受けまし

た。これにつきましては、①住民課窓口の本人確認の厳格化の内容について、②住民基

本台帳ネットワークでの現在までのトータルのカード発行枚数について、などの質疑が

あり、一定の答弁がされています。 

  次に、第３款 民生費の決算の状況について説明を受けました。それに対しまして、

①小地域福祉会や老人会の組織化の育成補助について、②老人憩の家のカラオケ、マッ

サージ機の整備について、③インターネットの人権相談の内容について、④重度心身障

がい者の移動支援と福祉タクシー利用の違いについて、⑤災害時の要援護者の避難経路

などの確保、明記について、⑥高齢者の優待券の交付の選択肢を広げることについて、

⑦生き生きプラザが暗いことについて、また看板が見えにくいことについて、⑧幼児２

人乗り自転車の講習について、⑨生活学校の内容について、⑩障がい者移動入浴サービ

スの利用状況について、⑪手話通訳を観光に生かすことについて、などの質疑・意見が

あり、一定の答弁がなされています。 

  次に、第４款 衛生費の決算の状況について説明を受けました。それに対しまして、

①乳幼児検診の２歳６ヶ月の受診率が低いことについて、②高齢者肺炎球菌ワクチン予

防接種の対象年齢が７０歳になっていることについて、③火葬場、衛生処理場、鳩水園

などの周辺対策事業の詳細について、④飼い猫不妊手術費の助成の効果と野良猫対策に

ついて、⑤ヒブワクチン、小児肺炎球菌ワクチン、子宮頸がんワクチンなどの接種率に

ついて、⑥環境パトロールの实施状況について、⑦廃食用油の燃料へのリサイクル状況

について、⑧し尿処理収集業務などの委託状況などについて、⑨鳩水園の維持管理の業

者委託は随契なのか入札かについて、などの質疑・意見があり一定の答弁がされており

ます。 
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  次に、第６款 商工費のうち、住民生活部所管の決算概要について説明を受けました

が、これにつきましては特段の質疑はありませんでした。 

次に、認定第４号、平成２２年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認

定についての審査を行うにあたり、まず提出された資料に基づき理事者より説明を受け

ました。これに対しまして若干の質疑があり、一定の答弁がなされて終わっております。 

  次に、認定第５号、平成２２年度斑鳩町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定につい

ての審査を行うため、提出資料に基づきまして理事者より説明を受けました。その後に

若干の質疑がございまして、一定の答弁がなされて、これも終わりました。 

  次に、認定第８号、平成２２年度斑鳩町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついての審査を行うため、まず、提出書類に基づきまして説明を受け、若干の質疑がご

ざいましたが一定の答弁がなされ、これについても終わりました。 

  続いて、認定第９号、平成２２年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定についての審査をおこなうため、提出書類に基づき説明を受けましたが、これにつき

ましては特段の質疑はございませんでした。 

ここで理事者の入れ替えをおこないまして、続いて、教育委員会所管に係る決算審査

を行いました。 

まず、第２款 総務費のうち、教育委員会所管に係る部分の説明を受けました。これ

につきましては、①悩み事相談ののべ件数についての質疑があり、答弁がされています。 

  続いて、第９款、教育費についての決算状況について概要説明を受けました。委員よ

りそれに対しまして、①通学路の安全点検について、②学校教育指導主事の仕事の状況

について、③教職員の交通ルールの順守について、④繰越明許となった事業の詳細につ

いて、⑤家庭教育学級の参加者が半減したことについて、⑥公民館分館活動補助金の性

質について、⑦幼稚園における尐人数学級について、⑧青尐年野外活動センターの利用

状況と今後のあり方について、⑨子どもたちの体力低下の問題について、⑩心の教室相

談員の相談件数のカウントの仕方について、⑪人権教育の内容について、⑫学校の図書

室に専任の司書を置くことについて、⑬小・中学校の扇風機の設置について、金額が全

然違うことについて内容を明らかにしていただきたいということについて、⑭公民館教

室の減尐の原因について、⑮中止になったマラソン大会の今後のルール作りについて、

⑯幼稚園の園長の管理職の専門職配置について、などの質疑・意見があり、一定の答弁

がなされております。 
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以上ですべての審議を終わり、取りまとめを行った後、各議案の採決を行った結果、  

認定第３号 平成２２年度斑鳩町一般会計歳入歳出決算の認定について、認定第４号 

平成２２年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第５

号 平成２２年度斑鳩町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第６号 

平成２２年度斑鳩町大字龍田財産区特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第７号 

平成２２年度斑鳩町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第８号 

平成２２年度斑鳩町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第９号 

平成２２年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、いずれも当

委員会として認定すべきものと決しました。 

  また、９月２０日に行いました委員会につきましては、本会議から付託を受けました

補正予算に係る議案について審査を行いました。 

まず、付託議案の（１）議案第３０号、平成２３年度斑鳩町一般会計補正予算（第２

号）について説明を受けた後、委員より、①まちなか観光の基本計画策定の委託はどう

いうところへ委託するのか、②老人憩の家の手摺の設置の具体的な内容について、など

の質疑があり、一定の答弁がなされた後、委員の皆さんにお諮りしたところ、原案どお

り可決すべきものと決しました。 

（２）議案第３１号、平成２３年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号）について議案書にもとづいて説明を受けた後、若干の質疑があり、答弁がされ、お

諮りをしたところ、原案どおり可決すべきものと決しました。 

（３）議案第３２号 平成２３年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

ついて、議案書にもとづいて説明を受けた後、若干の質疑があり、答弁がされまして、

皆さんにお諮りしたところ、原案どおり可決すべきものと決しました。 

（４）議案第３３号、平成２３年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）について議案書にもとづいて説明を受けましたが、特段の質疑もなく、委員皆さん

にお諮りしたところ、原案どおり可決すべきものと決しました。 

（５）議案第３４号、平成２３年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第１号）について

理事者から議案書にもとづいて説明をお受けしたところ、委員より、支援物資で出した

給水パックの金額や数量に差異が生じないのかという質疑があり、答弁がされたあと、

お諮りしたところ、原案どおり可決すべきものと決しました。 
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続いて、２．継続審査案件ですが、予算補正を必要とする事務事業についてを議題と

いたしまして、環境対策課からの報告を受けました。持ち込みごみの破砕作業を持ち込

んだ車がまだそこにいる間にしてしまったことにより、ガラス片が飛び、車を傷つけた

ことの修理に要するものについて説明がありました。委員より、狭い場内ではあるが、

持ち込む場所と破砕する場所などの配置等工夫をして、安全確保してほしいという意見

があり、今後の経過を見ることにして、一定の審査をしたということで終わりました。 

続きまして、その他について委員皆さんにお尋ねをしたところ、特段のご意見はあり

ませんでした。 

  以上が、開会中に開催をいたしました当委員会の概要でございます。委員皆さんから

いろいろなご意見が出ておりました。これらの詳細につきましては会議録をご参照いた

だきますようにお願い申しあげまして、私からの報告とさせていただきます。 

ご清聴ありがとうございました。 

○議長（嶋田善行君） 以上で各委員長の報告が終わりました。 

  これより、付議順序に従いまして表決を行ってまいります。 

  まず初めに、議案第２３号 斑鳩町予防接種健康被害調査委員会条例についてをお諮

りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可決すること

にご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、議案第２３号については、満場一

致で可決いたされました。 

  続いて、議案第２４号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例についてをお諮りいたします。本案については、質疑、討論を

省略し、委員長報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、議案第２４号については、満場一

致で可決いたされました。 

  続いて、議案第２５号 斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について、これより討

論を行います。 

  初めに、本案を可決することに反対の議員の意見を求めます。１３番、里川議員。 
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○１３番（里川宜志子君） それでは、議案第２５号 斑鳩町町税条例の一部を改正する

条例について、反対の立場から意見を申しあげます。 

  この議案のうち、上場株式等の配当所得及び譲渡所得等に対する軽減税率の特例を２

年間延長することにつきまして、私は反対をさせていただきたいと思っております。 

  今、まさに東日本大震災の復興のための増税が言われている中において、特に消費税

増税まで言及されています。日本では生活保護を受けている人や住民税が非課税となる

ような人や赤ちゃんのおむつやミルクまで税金を取っていながら、お金に余裕があって

株の売買をやっているような富裕層の税金は減税するということをやってしまうのです。

株の市場を活発にして安定させたいのなら、まず世の中の景気対策を行い、景気の立て

直しができれば、おのずと株価も上がって安定してきます。 

  私は、これらの理由によってこの軽減税率を２年間延長することについては、賛成は

できません。以上、簡単ですが、私の反対の意見とさせていただきます。 

  議員皆様のご理解をよろしくお願いいたします。 

○議長（嶋田善行君） 次に、本案を可決することに賛成の議員の意見を求めます。 

 ２番、小林議員。 

○２番（小林 誠君） 議案第２５号 斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について、

賛成の立場から意見を申し述べます。 

  今回の条例改正は、去る平成２３年６月３０日に現下の厳しい経済状況及び雇用情勢

に対応して、税制の整備を図るための地方税法等の一部を改正する法律が施行されたこ

とにともない所要の改正が行われるものであります。 

  初めに、寄附金税額控除の適用下限額の引き下げでは、適用下限額を５，０００円か

ら２，０００円に引き下げることであります。東日本大震災への義援金が象徴するよう

に、日本にも寄附文化が拡大しつつある現状を後押しする意義あるものと考えます。 

  次に、軽減税率の特例の適用期限の延長等では、金融証券税制については個人資産を

有効に活用し、日本経済を活性化させるためにも必要な措置であるものと考えます。現

行の上場株式等の配当、譲渡所得等にかかる１０％軽減税率は公平性や金融商品間の中

立性の観点から本来の２０％税率とすべきであるとも考えますが、現下の厳しい経済情

勢にあって景気回復に万全を期する観点から軽減税率の延長は必要な措置であると考え

ます。 
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  最後に不申告に関する過料の引き上げ等では、経済、社会状況の変化に対応し、税制

への信頼の一層の向上に資するものであるとも考えます。 

  以上のことから、斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について、賛成するものであ

ります。委員皆様のご賛同をよろしくお願いを申しあげます。 

○議長（嶋田善行君） これをもって討論を終結いたします。 

 本案については賛否両論であります。よってこれより採決を行います。 

 原案のとおり可決することに賛成の議員の起立を求めます。 

           （起立する者あり） 

○議長（嶋田善行君） 起立多数であります。よって、議案第２５号については、賛成多

数で可決いたされました。 

  続いて、議案第２６号 斑鳩町都市計画税条例の一部を改正する条例についてをお諮

りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可決すること

にご異議ございませんか。 

           （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、議案第２６号については、満場一

致で可決いたされました。 

  続いて、議案第２７号 斑鳩町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条

例についてを、お諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告

どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、議案第２７号については、満場

一致で可決いたされました。 

  続いて、議案第２８号 斑鳩町保育の实施に関する条例の一部を改正する条例につい

てをお諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可決

することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、議案第２８号については、満場

一致で可決いたされました。 
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  続いて、議案第２９号 消防ポンプ自動車購入についてをお諮りいたします。本案に

ついては、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可決することにご異議ございません

か。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、議案第２９号については、満場一

致で可決いたされました。 

  続いて、議案第３０号 平成２３年度斑鳩町一般会計補正予算（第２号）についてを

お諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可決する

ことにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、議案第３０号については、満場一

致で可決いたされました。 

  続いて、議案第３１号 平成２３年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）についてをお諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報

告どおり可決することにご異議ございませんか。 

           （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、議案第３１号については、満場

一致で可決いたされました。 

  続いて、議案第３２号 平成２３年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第１

号）についてを、お諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報

告どおり可決することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、議案第３２号については、満場一

致で可決いたされました。 

  続いて、議案第３３号 平成２３年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）についてをお諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告

どおり可決することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、議案第３３号については、満場一

致で可決いたされました。 
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  続いて、議案第３４号 平成２３年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第１号）につい

てをお諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可決

することにご異議ございませんか。 

           （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、議案第３４号については、満場一

致で可決いたされました。 

  続いて、認定第３号 平成２２年度斑鳩町一般会計歳入歳出決算の認定についてをお

諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり認定するこ

とにご異議ございませんか。 

           （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、認定第３号については、満場一致

で認定いたされました。 

  続いて、認定第４号 平成２２年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の

認定についてをお諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告

どおり認定することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、認定第４号については、満場一致

で認定いたされました。 

  続いて、認定第５号 平成２２年度斑鳩町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定につ

いてをお諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり認

定することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、認定第５号については、満場一致

で認定いたされました。 

  続いて、認定第６号 平成２２年度斑鳩町大字龍田財産区特別会計歳入歳出決算の認

定についてをお諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告ど

おり認定することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、認定第６号については、満場一致

で認定いたされました。 
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  続いて、認定第７号 平成２２年度斑鳩町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定についてをお諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告ど

おり認定することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、認定第７号については、満場一致

で認定いたされました。 

  続いて、認定第８号 平成２２年度斑鳩町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

についてをお諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どお

り認定することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、認定第８号については、満場一致

で認定いたされました。 

  続いて、認定第９号 平成２２年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定について、これより討論を行います。 

  まず初めに、本案を認定することに反対の議員の意見を求めます。１４番、木澤議員。 

○１４番（木澤正男君） それでは、認定第９号 斑鳩町後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算の認定について、反対の立場から意見を申しあげます。 

  この会計については、制度自体が７５歳以上の高齢者を別立ての保険制度に囲い込む

問題のある制度だとして、政府に対しては制度の廃止を求め、また時々の町の会計にも

反対の立場をとらせていただいてきました。 

  平成２２年度は、後期高齢者医療制度の導入から２年がたち、保険料の引き上げが行

われた年でした。当時、後期高齢者医療制度自体を廃止するといって誕生した民主党政

権ですが、新制度をつくるまで廃止は延期すると言い出し、国民の大きな怒りをかいま

した。また、廃止されるまでの間、保険料が上がらないように国費で補てんするという

公約も反故にされ、そのために被保険者にしわ寄せがいき負担増となったことから、２

２年度予算の段階から反対の立場をとらせていただいております。 

政府はいまだに、後期高齢者医療制度の廃止を先延ばしにし、口では廃止すると言い

つつも具体的なものは何も見えてきません。今後も、２年ごとに保険料の改定が行われ

ていくため、高齢者がふえ、医療費がかかればかかるほど被保険者に負担増となっての

しかかってくる仕組みとなっています。 
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  また、制度廃止後は、国民健康保険に戻していくというようなことも、にわかに報じ

られていますが、今度は国民健康保険の中で年齢を区切って保険料も別立てにするなど、

本質的には何も解決しない、国民の眼を欺く形式的な方向で廃止が検討されていること

も大きな問題だと考えます。 

  もともと、後期高齢者医療制度は小泉内閣の下、医療費を抑制するために考案され強

行されたものでしたが、国が国民の命と健康に責任を持つどころか、お年寄りにとって

長生きすることがまるで悪いかのように感じさせる、この制度や国の考え方に問題があ

りましたが、今では民主党政権も前自民・公明政権の構造改革路線と同じ道を歩み、同

じ過ちを繰り返そうとしています。 

  斑鳩町としては、本来広域連合が行う保険料の徴収事務をかわりに行っているという

立場であり、そのことについては理解をしていますが、国のこうしたあり方に対し住民

の暮らしを一番よく知っている町がその实態を反映させるため、国や広域連合に対しさ

らに声を上げていただくとともに、地方自治体として住民の命や健康を守るために何が

できるのか、今後とも研究を重ねていただきますよう強く要望いたしまして、私の反対

討論とさせていただきます。 

○議長（嶋田善行君） 次に、本案を認定することに賛成の議員の意見を求めます。 

 １０番、坂口議員。 

○１０番（坂口 徹君） それでは、認定第９号 平成２２年度斑鳩町後期高齢者医療特

別会計歳入歳出決算の認定について、賛成する立場から意見を述べさせていただきます。 

  後期高齢者医療制度は高齢者の医療の確保に関する法律により、全国統一的に運営さ

れている制度であります。運営主体は県内の全市町村が加入する奈良県後期高齢者医療

広域連合で資格の管理や保険料の決定、医療の給付を行っており、市町村は法令の規定

により特別会計を設置し、保険料の徴収事務、その他各種申請の受付や保険証の引き渡

しなどを行っております。町においては、町民のもっとも身近な窓口として、法令に従

ってこの制度の円滑な運用に努められており、また会計の執行に当たっても適正に処理

されていることが認められるものと考えております。このことから、後期高齢者医療特

別会計歳入歳出決算の認定について特段に反対する理由もなく、賛成するものでありま

す。 

  国では、新たな高齢者医療制度のあり方について議論が進められておりますが、現在

の政治情勢からみてまだまだ不透明であり予断を許さない状況となっております。今後、
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どのような制度になるにしても、高齢者の相談などには丁寧に対応していただくようお

願いいたしまして、私の賛成意見とさせていただきます。 

  議員皆様のご賛同をよろしくお願いいたします。 

○議長（嶋田善行君） これをもって討論を終結いたします。 

 本案については賛否両論であります。よってこれより採決を行います。 

 原案のとおり認定することに賛成の議員の起立を求めます。 

          （起立する者あり） 

○議長（嶋田善行君） 起立多数であります。よって、認定第９号については、賛成多数

で認定いたされました。 

  ここでお諮りいたします。皆さんのお手元に配布いたしております、追加日程１．発

議第５号 拡大生産者責任（ＥＰＲ）及びデポジット制度の法制化を求める意見書につ

いて、追加日程２．発議第６号 議会の議決すべき事件に関する条例の一部を改正する

条例について、追加日程３．発議第７号 原発から撤退し、自然エネルギーの本格的導

入を求める意見書について、追加日程４．発議第８号 原子力行政の見直しと持続可能

な電力需給政策を求める意見書についてを日程に追加し、日程の順序を変更し、先に審

議することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、追加日程１．発議第５号、追加日

程２．発議第６号、追加日程３．発議第７号、追加日程４．発議第８号を日程に追加し、

先に審議することに決しました。 

  それでは、追加日程１．発議第５号 拡大生産者責任（ＥＰＲ）及びデポジット制度

の法制化を求める意見書についてを議題といたします。 

 提出者の説明を求めます。１番、宮﨑委員長。 

○厚生常任委員長（宮﨑和彦君） それでは。 

 発 議 第 ５ 号 

拡大生産者責任（ＥＰＲ）及びデポジット制度の法制化を 

求める意見書について 

  標記について、地方自治法第１０９条第７項の規定により別紙のとおり提出し、議会

の議決を求めます。 

平成２３年９月２６日提出 
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                            厚生常任委員会 

委員長 宮﨑 和彦 

 それでは、議案書を読ませていただきます。 

拡大生産者責任（ＥＰＲ）及びデポジット制度の法制化を求める意見書 

  ポイ捨てごみのはんらんや廃棄物処分場の確保の問題、さらにはごみ処理費負担増に

よる基礎自治体財政の圧迫など、ごみ問題を取り巻く状況はますます深刻化しています。

１９９７年４月から施行された容器包装リサイクル法は２００８年４月に見直されまし

たが、依然として事業者の負担に比べて市町村の財政負担や地域住民の負担が大きく、

ごみの発生抑制や再使用の促進など循環型社会を实現するための成果は十分とは言えま

せん。 

  持続可能性な循環型社会を築くためには、我が国の大量生産・大量消費・大量廃棄・

大量リサイクル等の経済社会を見直し、廃棄物の生産制御、生産者が、生産過程でごみ

となりにくいような製品を作り、使用済み製品の回収・資源化まで責任を持つこと、す

なわち処理・リサイクル費用のすべてを製品価格に含めた拡大生産者責任（ＥＰＲ）の

導入が必要です。 

  既に、欧米などの多くの国では、資源化循環を实現するために拡大生産者やデポジッ

ト制度を導入して、使い捨て容器の使用を減らすことによるごみ減量やリユースの使用

促進に大きな成果を上げています。 

  よって、斑鳩町議会は政府に対し、容器包装廃棄物の生産抑制、再利用・再資源化を

促進し、循環社会の实現を図るためＯＥＣＤが提唱する拡大生産責任者、及びデポジッ

ト制度の導入について積極的に検討し、早急に制度化を図るよう強く要望するというこ

とを、以上を地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

平成２３年９月２６日 

 奈良県斑鳩町議会 

 ということで、どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（嶋田善行君） お諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し原案ど

おり可決することに、ご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、発議第５号については、満場一致

をもって可決いたされました。本意見書は、関係機関に送付いたします。 
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  ただいまの発議第５号の可決により、陳情第５号 拡大生産者責任（ＥＰＲ）及びデ

ポジット制度法制化を求める意見書の採択については、採択されたものとみなします。 

  続いて、追加日程２．発議第６号 議会の議決すべき事件に関する条例の一部を改正

する条例についてを議題といたします。 

 提出者の説明を求めます。９番 中西委員長。 

○議会運営委員長（中西和夫君） 発議第６号について、まず議案書を朗読させていただ

きます。 

 発 議 第 ６ 号 

議会の議決すべき事件に関する条例の一部を 

改正する条例について 

  標記について、地方自治法第１０９条第７項の規定により別紙のとおり提出し、議会

の議決を求めます。 

平成２３年９月２６日提出 

                            議会運営委員会 

 委員長 中西 和夫 

  内容につきましては、末尾に記載しております要旨によって説明をさせていただきま

す。 

議会の議決すべき事件に関する条例の一部を改正する条例（要旨） 

  地方自治法の一部を改正する法律（平成２３年法律第３５号）により、市町村基本構

想の議決の義務づけが廃止されたことに伴い、基本構想の策定、変更または廃止に関す

ることを議会の議決すべき事件に追加するものであります。 

  どうか、よろしくお願い申しあげます。 

○議長（嶋田善行君） お諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し原案

どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、発議第６号については、満場一致

をもって可決いたされました。 

  続いて、追加日程３．発議第７号 原発から撤退し、自然エネルギーの本格的導入を

求める意見書についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。１３番、里川議員。 
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○１３番（里川宜志子君） まず、議案書を朗読させていただきます。 

  発 議 第 ７ 号 

原発から撤退し、自然エネルギーの本格的導入を 

求める意見書について 

   標記について、地方自治法第１１２条の規定により別紙のとおり提出し、議会の議

決を求めます。 

平成２３年９月２６日提出 

                              議会議員 

木澤 正男 

                               里川宜志子 

  意見書の内容につきましては読み上げませんが、私はこれまでの政府の姿勢、いろい

ろなところでの発言を聞いてますと、やっぱり原発を推進する立場に立っておられる、

そして先日２２日、国連での野田首相の発言は日本では最高水準の原子力発電を目指す

と言っておられます。 

  私たちは、あくまでも原発は段階的に廃止をしていくことを前提として、まず第１に

自然エネルギーへの転換を言ってもらわなければならないというふうに考えております。

そのためにも、この意見書はぜひとも提出をさせていただき、原発を推進するような政

府の意見、姿勢、こういったものを正していただくべく、当議会としてこの意見書を提

案させていただき、皆さんにご賛同いただきたいと思って提出をさせていただきました。

内容については省略いたしますが、以上が提案の説明でございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（嶋田善行君） 本案については、賛否の討論を要するとの申し出があります。 

  よってこれより討論を行います。 

  初めに、本案を可決することに反対する議員の意見を求めます。１１番、飯髙議員。 

○１１番（飯髙昭二君） それでは、発議第７号 原発から撤退し、自然エネルギーへの

本格導入を求める意見書について、反対の立場から意見を申しあげます。 

  東日本大震災から６ヶ月以上経過。犠牲となられた方々に改めて哀悼の意を表すとと

もに、被災された皆さまに心よりお見舞いを申しあげます。 
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３月１１日に発生した東日本大震災と、それに伴う大津波の発生による福島第一原子

力発電所の事故は、広範囲にわたって大量の放射性物質の拡散を招く事態となり、夏場

の電力不足は全国的な問題にまで発展いたしました。 

今回の震災により、原発の安全性に対する国民の信頼は大きく揺らぐことになりまし

た。事故後の政府の対応は後手後手に回り、被災者に多大な負担を強いられています。 

さらに震災発生から 2 カ月以上が経過してから、地震発生直後に炉心溶融していたこ

とを発表。政府の情報発信への不信感も高まり、放射能汚染による風評被害が広まり、

多くの農林畜産作物など深刻な状況となっており、賠償問題などに対して早急に対策を

講じていかなければなりません。 

まずは、福島第一原発事故による国民の健康に対する影響を最小限にとどめる対応が

必要です。また、原発事故を受けて、全国にある原発の安全性の総点検を实施し、その

上で、徹底した安全規制の見直しを行い、更に安全性の確保をしていかなければなりま

せん。 

今後、思い切った再生可能エネルギーの導入、省エネルギーを推進しつつ、エネルギ

ー安全保障の観点から、化石燃料、太陽光など再生可能エネルギー、原子力をバランス

よく活用することによって、経済活動の基盤となる電力供給を安定させ、段階的に原子

力発電を縮小し、原子力発電に依存しない社会への移行に取り組むべきと考えます。 

  しかしながら、電力は日本経済の基盤となることから、安定的に供給できるよう維持

していかなければなりません。この点について、今回の意見書については、原子力を撤

退するとのことですが、撤退後、即時に安定的に電力を供給できるのか。電力不足によ

る社会的リスクや混乱を避けるためとのことですが、逆に、今、撤退することにより、

社会的リスクや混乱を招くのではないか。現实には、再生可能エネルギー供給の過程に

おけるつなぎとしての再生可能エネルギー社会への本格的な移行については、まだ多く

の年月とコストがかかるため、その間のエネルギーの一部は原子力によって賄わざるを

えないと考えます。 

いずれにしても、安定的な電力供給を維持しながら、国民目線に立った原発の徹底し

た安全規制の確保と原子力行政の見直しとともに、今後、将来的なエネルギー政策を見

据えた本格的な議論をしながら、新たなエネルギー社会への移行を進めていくべきだと

考えています。 
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以上のような考えから、今回、提出された意見書に対して、反対の意見とさせていた

だきます。議員皆様のご賛同をよろしくお願いを申しあげます。以上でございます。 

○議長（嶋田善行君） 次に、本案を可決することに賛成する議員の意見を求めます。 

 １４番、木澤議員。 

○１４番（木澤正男君） それでは、発議第７号 原発から撤退し、自然エネルギーの本

格的導入を求める意見書について、賛成の立場から意見を申しあげます。 

  まず、３月１１日に起こりました東日本大震災で被災をされた皆様、今、半年がたち

ますが、いまだに避難生活等を余儀なくされている、そうした方々に対してお見舞いを

申しあげますとともに、あの震災によってお亡くなりになられたすべての皆様に対し、

お悔やみを申しあげたいと思います。 

  ３月１１日に起きた東京電力福島第一原子力発電所の事故は、日本と世界に大きな衝

撃を与え、原子力発電に依存したエネルギー政策をこのまま続けていいのかという重大

な問題を私たちにつきつけました。 

  今、日本だけでなく世界の国々で、原発を続けていいのかという国民的議論が沸き起

こり、原発からの撤退を決断する国がふえています。 

  ドイツのメルケル首相は６月９日の議会で演説し、次のように述べています。私は、

高い安全基準を持つ高度技術国では、およそこうした事故は起こらないと確信していた。

しかし、事故は現に起きたのだ。福島は原子力に対する私の見解を変えたと語っていま

す。そして、ドイツ政府は、２０２２年までと期限を区切って、原発から全面撤退する

ことを決定しました。また、発電量の４０％を原発に依存しているスイスでも、原発か

らの撤退を決定しました。さらにイタリアでは、６月１２日・１３日の両日で实施され

た原発復活計画の是非を問う国民投票で復活反対の票が９４％の圧倒的多数を占めまし

た。 

  では、日本ではどうでしょうか。６月１１日、１２日に、日本世論調査会が实施した

全国世論調査では、国内に５４基ある原発について、直ちにすべて廃炉にする、定期検

査に入った物から廃炉にする、電力需給に応じて廃炉を進める、と回答した人が８２％

にのぼり、現状維持の１４％を大きく上回りました。それぞれ、脱却する時期の違いは

ありますが、实に８２％の人が原発からの脱却を望んでいるという世論調査の結果です。 

  今の人類の科学では、原発を完全にコントロールすることはできません。また、原発

から排出される核廃棄物には放射能が含まれており、この放射能を無害化する技術も確
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立されていません。ひとたび事故が起これば、その被害がその後いつまで続くのか、ど

こまで広がるのか、どんな影響が出るのか、限定することができない他に類を見ない危

険が实際に生じています。 

  福島原発周辺の人々は故郷を追われ、いつ戻れるかもわかりません。絶対安全だとの

政府や東京電力の言葉を信じ、深刻な被害をこうむりました。福島の人々の思いははか

り知れないものがあります。福島原発事故以降、こうした事態が続いているにもかかわ

らず、野田首相は９月２２日、国連本部で開かれた原子力安全に関する首脳会議で演説

し、日本は原子力発電の安全性を世界最高水準に高めると述べ、新たな安全神話を振り

まくとともに、原発推進路線を表明しました。事故の収束もままならないのに、原発を

推進しようとする民主党野田内閣の姿勢は信じられません。また、科学的な見地からも、

もっと慎重な判断をするべきだと考えます。こうした原発に対する進退が議論される中、

町民の皆さんからは、原発はなくしていくべきだと思うが、電力供給は大丈夫なのかと

いった不安の声をお聞きします。今、国内の活用できる自然エネルギーはどれぐらいな

のか調査が進められています。この奈良県下でも、自然エネルギーのポテンシャルがど

れぐらいあるのか、实際に県が調査をされ、数値として発表をされています。 

  国内の实際エネルギーになり得る資源の量は、太陽光、中・小水力、地熱、風力だけ

で、原発の発電能力のおよそ４０倍、２０億キロワットという数値が示されています。

また、日本の自然エネルギーの技術は世界の中でもかなり先進的で、多くの国が日本の

企業の技術を取り入れ、自然エネルギーで発電した電力で实際に生活をしています。 

日本の自然エネルギー開発がおくれているのは、原子力に依存しつづけ、自然エネル

ギーへの転換に本格的に取り組んでこなかった政治に問題があります。政府は電源開発

促進税として、電気料金に上乗せして年間３，５００円も徴収しながら原発推進に使い、

この５年間で原子力対策には２兆円以上の税金をつぎ込んできました。しかしその一方、

自然エネルギーには６，５００億円にも達しないなど、民主党政権になっても変わって

いない原発推進の姿勢を改めなければ、本気で自然エネルギーの開発に踏み出すことは

できません。こうした観点からも、まずやはり、政府が原発からの撤退を決断し、計画

的に撤退を進めながら自然エネルギーへ転換していく方針をきちんと国民に示す必要が

あると考えます。 

  先ほど、反対者のご意見をお聞きしました。その中で、原発を即撤退していく、こう

したことについては物理的にも、例えば来年すぐ全部の原発をなくしていく、こうした
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ことは無理な状況があり、今申しあげましたように段階的に、計画的に撤退をしていく、

そのためにまず政府が決断をする、こうしたことを求める趣旨の意見書でございます。  

そうしたことから、多くの議員の皆様にもご賛同いただける内容であると思っており

ます。議員皆様のご賛同をお願いいたしまして、私の賛成討論とさせていただきます。 

○議長（嶋田善行君） これをもって討論を終結いたします。 

  本案については、賛否両論であります。よってこれより採決を行います。 

  本案を可決することに賛成の議員の起立を求めます。 

          （起立する者あり） 

○議長（嶋田善行君） 起立尐数であります。よって、発議第７号については、賛成尐数

で否決いたされました。 

続いて、追加日程４．発議第８号 原子力行政の見直しと持続可能な電力需給政策

を求める意見書についてを議題といたします。 

 提出者の説明を求めます。１２番、辻議員。 

○１２番（辻 善次君） それでは、議案書の朗読をさせていただきます。 

 発 議 第 ８ 号 

原発力行政の見直しと持続可能な電力需給政策を 

求める意見書について 

  標記について、地方自治法第１１２条の規定により別紙のとおり提出し、議会の議決

を求めます。 

平成２３年９月２６日提出 

                               議会議員 

伴 吉晴 

                                辻 善次 

  ３月１１日に発生いたしました東日本大震災にともない、東北電力、東京電力の管内

の地域は、原子力発電所の停止などにより電力供給も大幅に減尐しました。 

  さらに、中部電力浜岡原子力発電所の停止要請により、電力不足問題は全国的な問題

に発展してまいりましたが、夏場の電力不足は国民、企業との努力で何とか乗り切れた

ものの、冬場の電力不足が気がかりでなりません。電力供給力不足は、国民生活や日本

経済に全体に大きな影響を及ぼすことから、政府は将来的な新エネルギー戦略を見据え

た政策を速やかに打ち出すとともに、原子力発電所の安全に対する国民の信頼を大きく
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失った今回の事態を一刻も早く収束し、国民の安全・安心を確保することが国の最大の

責務であることから、今回、政府に対し、原子力行政の見直しと持続可能な電力需給施

策を求める意見書を提出をしたく、議員皆様のご賛同をよろしくお願いします。 

  なお、意見書の提出の朗読は省略させていただきますが、重ねてよろしくお願いいた

します。 

○議長（嶋田善行君） 本案については、賛否の討論を要するとの申し出があります。 

 よってこれより討論を行います。 

 初めに、本案を可決することに反対する議員の意見を求めます。１４番、木澤議員。 

○１４番（木澤正男君） それでは、発議第８号 原子力行政の見直しと持続可能な電力

供給政策を求める意見書について、反対の立場から意見を申しあげます。 

  この意見書について、再生可能な自然エネルギーの本格的導入、新たなエネルギー政

策を講じることなど、私の思いとしても同じ一致するところはございますが、この意見

書を読ませていただく中で、原発に対する態度がはっきりと書かれていない、ともすれ

ば原発を容認するともとれる文書になっている点で問題があると考えます。 

  そうした中で、なぜ原発からの撤退が必要なのかについては、先ほどの賛成討論の中

で述べさせていただきましたので省略をさせていただきますが、今、やはり大切なのは、

原発からの撤退を政府に強く求めていくということであります。今の民主党政権、新・

野田内閣の姿勢についても大いに問題があり、国民の世論また地方自治体からの声で政

府の誤った方向を正していく、そのためにも原発の撤退、計画的な撤退など、原発を廃

止していく、こうした方向性を明確に打ち出すべきであると考えまして、この意見書に

ついては賛成ができないということを申しあげて、私の反対討論とさせていただきます。 

○議長（嶋田善行君） 次に、本案を可決することに賛成する議員の意見を求めます。 

 ５番、伴議員。 

○５番（伴 吉晴君） 原子力行政の見直しと持続可能な電力需給政策を求める意見書に

ついて、賛成の立場から意見を申し述べます。 

  東日本大震災によって福島第一原発で起きた事故は、我が国で初めて原子力緊急事態

宣言が発令される深刻な事態となり、人々の命と暮らし、各種産業に及ぼした影響は、

はかり知れない状況に陥っております。そして、事故発生から６カ月余りが過ぎました

が、今なお、周辺地域の多くの住民の皆様が避難生活を余儀なくされ、依然として事態

収拾のめどが立っていません。また、放射能汚染は、農林水産業や教育環境に至るまで、



 

 - 31 - 

生活の広範囲にわたって被害をもたらし、一方では眼に見えない理解しにくい放射能と

いうこともあり風評被害の深刻化など、影響は日本全国に広がっています。 

  それなのに、今回の事故に対する政府の対応も後手に回ったばかりか、最近に至って

は、現職大臣の不見識な発言が問題となりました。公に属する機関や人の言葉は、死の

灰というような言葉は使わずに慎重に扱わなければならないことが再認識された思いで

す。国がなすべき最優先課題は、現在のおかれている事態を早急に収集し、そして国民

の安心と安全を確保し、経済活動の低下を防ぐことが国の最大の責務であります。具体

的には、福島第一原発のような事故は二度と起こしてはならないものであり、このよう

な事故が起こることを前提とするような無責任な発想に基づく耐震設計ではなく、まず

は最大かつ最も危険な状況を耐震設計の際に想定するような考え方に改めるべきもので

あると言えます。 

  また、福島第一原発の事故により波及した電力不足問題は、国民生活や日本経済全体

に大きな影響を及ぼしております。政府は、国民に節電を呼びかけるばかりで、節電の

効果的な政策も出さないまま今日に至っております。電力問題はことしの夏だけの問題

ではなく、今後持続可能な節電政策が必要ではないでしょうか。つまり、国民に対して

節電のメリットが实感できる効果的な施策が必要であるということです。政府は、効果

的なエネルギー消費の削減を進めるとともに、必要な電力の確保のため、太陽光や風力、

地熱、水力、バイオマスなどの再生可能な自然エネルギーの導入を図り、将来を見据え

て新しいエネルギー政策を早急に策定することに、将来的には原子力の比率をゼロに近

づける努力が必要と考えます。 

  以上の理由により、発議第８号 原子力行政の見直しと持続可能な電力需給政策を求

める意見書について賛成したいと思いますので、議員皆様のご賛同をよろしくお願いい

たします。ご清聴ありがとうございました。 

○議長（嶋田善行君） これをもって討論を終結いたします。 

  本案については、賛否両論であります。よってこれより採決を行います。 

  本案を可決することに賛成の議員の起立を求めます。 

          （起立する者あり） 

○議長（嶋田善行君） 起立多数であります。よって、発議第８号については、賛成多

数で可決いたされました。本意見書は、関係機関に送付いたします。 

 続いて、日程５．各常任委員会の先進地視察についてを議題といたします。 
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各常任委員長から先進地視察について、斑鳩町議会会議規則第１２１条及び斑鳩町議

会議員の行政視察等派遣に関する要綱第１０条第１項の規定により、お手元に配布いた

しております計画書のとおり、先進地視察の申し出があります。 

  お諮りいたします。各常任委員長からの申し出のとおり、これを承認することにご異

議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。 

  よって、各常任委員長からの申し出は、満場一致をもって承認いたされました。 

  ここでお諮りいたします。皆さんのお手元に配布いたしております、追加日程５．議

会運営委員会の先進地視察についてを日程に追加し、日程の順序を変更し、先に審議す

ることにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、追加日程５．議会運営委員会の先

進地視察についてを日程に追加し、先に審議することに決しました。 

  それでは、追加日程５．議会運営委員会の先進地視察についてを議題といたします。 

  議会運営委員長から先進地視察について、斑鳩町議会会議規則第１２１条及び斑鳩町

議会議員の行政視察等派遣に関する要綱第１０条第１項の規定により、お手元に配布い

たしております計画書のとおり、先進地視察の申し出があります。 

  お諮りいたします。議会運営委員長からの申し出のとおり、これを承認することにご

異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議会運営委員長からの申し出は、満場一致をもって承認いたされました。 

  続いて、日程６．各常任委員会の閉会中の継続審査についてを議題といたします。 

  各常任委員長から、委員会において審査中の事件について、斑鳩町議会会議規則第７

５条の規定により、お手元に配布いたしております申出書のとおり、閉会中の継続審査

の申し出があります。 

  お諮りいたします。各常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とするこ

とにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、各常任委員長からの申し出のとお

り、閉会中の継続審査とすることに決定いたされました。各常任委員会には、それぞれ

の事件における閉会中の審査について、よろしくお願いをいたします。 

 続いて、日程７．議会運営委員会の閉会中の継続審査についてを議題といたします。 

  議会運営委員長から、委員会において審査中の事件について、斑鳩町議会会議規則第

７５条の規定により、お手元に配布いたしております申出書のとおり、閉会中の継続審

査の申し出があります。 

  お諮りいたします。委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご

異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、委員長からの申し出のとおり、閉

会中の継続審査とすることに決定いたされました。議会運営委員会には、閉会中の審査

について、よろしくお願いをいたします。 

 以上をもちまして、本日の議事日程はすべて終了いたしました。 

 閉会に先立ちまして、町長のあいさつをお受けいたします。小城町長。 

○町長（小城利重君） 閉会に当たり、一言ごあいさつ申しあげます。 

  去る９月１日に平成２３年第４回町議会定例会を招集し、平成２２年度一般会計、各

特別会計決算認定を含め、２１議案を提出させていただいたところ、終始ご熱心にご審

議いただきました結果、いずれの議案につきましても原案どおりご承認を賜り、心より

感謝を申しあげますとともに、厚くお礼を申しあげます。 

  一般質問や決算の審査、さらにそれぞれの議案のご審議の際に賜りました貴重なご意

見に対しましては、その内容を十分認識し、今後の行政運営に反映させてまいりたいと

考えています。 

  さて、台風シーズンを迎え、日本列島に台風の襲来が相次ぐ中、８月３０日から９月

５日にかけて紀伊半島に大雨を降らせた台風１２号は、奈良県南部に甚大な被害をもた

らしました。私は、ともに大きな被害があった和歌山・三重両県の町村会長とともに９

月１５日に上京し、各関係省庁へ災害復旧に関する緊急要望を行ったところであります。 

また、被災市町村からの災害復旧にかかる人的支援要請に伴い、奈良県、奈良県市長

会、奈良県町村会からの要請を受けまして、３カ月間の予定で上水道課職員の派遣を決

定しました。９月２２日より十津川村で給水管の敷設等簡易水道の復旧に向けた業務を
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行っており、約２週間交代で延べ６名の職員の派遣を予定しております。今後におきま

しても、現地の要請に応じて、支援を行ってまいりたいと考えております。 

さらに先週には台風１５号が日本列島を縦断し、全国各地で再び大きな被害が出まし

た。台風シーズンはもうしばらく続くことから、当町におきましても防災体制の徹底を

図ってまいりたいと考えております。 

  彼岸も明け、朝夕は過ごしやすい気候となりましたものの、日中はまだ暑い日もあり

ますので、議員皆様方におかれましては、くれぐれもお体にご自愛をいただきますよう

お願いを申しあげまして、閉会のあいさつとさせていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（嶋田善行君） これをもって、平成２３年第４回斑鳩町議会定例会を閉会いたします。

どうもご苦労さまでございました。 

（午前１１時４４分 閉会） 


